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21. その他 
文献 
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1999; 18: 17-9. 

1. 目的 
芍薬甘草湯の上部内視鏡検査時の前処置薬としての有効性の評価 

2. 研究デザイン 
準ランダム化比較試験 (quasi-RCT)  

3. セッティング 
1 診療所 

4. 参加者 
内視鏡検査を実施した 58 名 

5. 介入 
Arm 1: 芍薬甘草湯群 ジメチコンシロップ 80mg 内服後、芍薬甘草湯エキス顆粒 5.0g

服用 
Arm 2: 抗コリン剤投与群 ジメチコンシロップ 80mg 内服後、臭化ブチルスコポラミ

ン 40mg を皮下注 
6. 主なアウトカム評価項目  

検査中の被検者の自覚症状 (Visual analogue scale を用いて苦痛を評価) 、蠕動運動 (丹羽

の分類)  
7. 主な結果 

70 歳未満の人で芍薬甘草湯群と抗コリン剤投与群の比較では、蠕動運動の抑制では抗

コリン剤投与群で有意に優れていたが、自覚症状では芍薬甘草湯群の方が苦痛が少な

い傾向にあった。 
8. 結論  
芍薬甘草湯は抗コリン剤と同等に被検者の苦痛を緩和している。 

9. 漢方的考察 
なし 

10. 論文中の安全性評価 
記載なし 

11. Abstractor のコメント 
対象は 58 名であるが実際に 2 群間に割り付けられた症例は 39 名 (Arm 1: 11 名、Arm 2: 
28 名) で有効性の評価としては若干少ない印象がある。 
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